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今年にはいってからのコンピュータ対人間の将棋対決は，4勝1敗という結果でコンピ
ュータが勝っている。2009年までは人間が勝つことが多かったそうだが，その後の公開
対決ではコンピュータの勝率は9割を超えているという。将棋のある局面において，どん
な「手」を打てば「詰む」のか…という判断には，瞬時の多量な情報処理能力が重要であ
り，これはコンピュータの得意分野であろう。
それでもコンピュータには，たとえば人間関係などの予測は困難であろうと考えられる
が，次のような事件が昨年起きたという。「ある企業がウェブ上の購入記録を追跡し，顧
客の習慣を予測して適切なクーポンを売りつける。こうして，ある10代の少女におむつ
のクーポンが次々と送られてきた。少女の父親は腹を立て，会社に苦情をいれた。しかし
間もなく少女が妊娠したことを知る。コンピュータはネット上の情報から真実を見抜いて
いた。」（「クーリエジャポン」（2013.11）講談社より要約）
コンピュータによって，判断するためのアルゴリズムが発見されれば，私たちの生活上
の様々な事柄が一層分析されるようになるであろう。とするならば，ここで今一度，人間
が身に付けるべき力，コンピュータにはできない，人間にしか与えられていない能力とは
何か，ということを明確にする必要がある。
例えば円周率πは無理数であり，2013年にはパソコンで12.1兆桁まで計算されている
という。しかし，「どのような大きさの円でも，直径（もしくは半径）と円周の長さの間に
は，1つの規則があるのではないか…」と疑問をもつのは人間でしかない。また先にあげ
た「おむつ（商品）」の例でも，コンピュータには「誰に売れるか。どのような商品が売
れるか」などの分析はできるとしても，「使いやすい商品をつくる」というアイディアは
出せないのである。
すなわち，覚えたことや指示されたことしかできない人間ではなく，主体的に「覚えた
こと」は活用する，自ら疑問を見出し意欲的に新しい問題を解決していくという，創造的
な人間を育成することが重要である。さらにはこれを一人ではなく協働で行える人間力も
必要であろう。
初等教育学科の使命は，保育士として，幼稚園小学校教諭として，「どのような人間
を育てるのか」という明確なビジョンをもち，幼児児童の教育に携わることのできる学
生を育成することであると考える。（もとより学生自身にも，その力を育成する必要がある。）
毎年6月号の『学苑』には，教員による研究論文等と共に，学生の卒業論文のテーマを
掲載している。卒業から2カ月たった今，まさに本学科の学生たちが身に付けた研究力や
その内容を現場において発揮していることを期待したい。また，何よりも本学科教員の研
究論文等が，保育所や幼稚園，小学校において活用され，現場の教育に役立つことを願っ
ている。
（初等教育学科長 斉藤規子）
